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(1) 

ヰヨ匡ヨ言吾と日オ＝言吾＜＂.：＞実寸貝原白勺窃干多言

一一指罷壱吾妻吾と拶罷鬼髭雲吾 Pこーコし、てご一一

高瑞麟

緒言

中国人も日本人も、日常の会話や文章で、それほど深く意識せずに、或いは、意識して

凝音語・擬態語を使っている。何かの音や状態・状況・様子などについて話したり、書い

たりする場合には、しばしば使われるのが普通である。

一般に、接音語とは＼人閉または人間以外の生物の発する声や音、また、皇然界に自然

に発する音響や、無生物が自然に、あるいは、外力の作用を受けて発する音響を、言声で

表現した言葉である。それに対して、擬態語とは、人閣を含む生物、無生物、き然界の事

物の現象・変化・動き・成長などの状態・様子を描写的・象徴的に音声で表現したもので

ある。但し、擬音語と擬態語とは、このように一応は区別してみたが、常に、その概念は

必ずしも分明であるとは限らなし、。そして、話題・内容によって、時と場合によって、ま

た、人によって、その使い方に、多少の差がある。また、擬音語と擬態語の閣には、明確

な線を引くことがむずかしいとされる。

小論は、白本語の擬音語・擬態語の特質を理解する一環として、翻訳作業を通じ、国彊

語と対照分析を行うことによって、その類似表現に焦点を当て、使用上の差異を浮き彫り

にする初歩的研究を試みたものである。

パタンに分ける実例の対照

ここでは、とりあえず“人間”と“自然”の通りに大別して考察する。

I. 人間

I - 1. 歩く（walk)

．姉は、私に気づかずにすたすたと通り過ぎていった。／ O急童。三歩葬儀両歩。

・祖母は健康のため、毎日てくてく歩いて買い物に行く。／ O二重二重地。
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(2) 

．試合に負けた少年たちは、とぼとぼと歩いていった。／C量豊丘皇室。有ベ無力。

．ひまだったから原宿をぶらぶら歩いてきた。／0溜達。量重。 SI使走。

．マラソン大会を終えて、息子がよたよたと帰ってきた。／0測根不種。重重量量。

I - 2. 見る（ to iook at) 

．東京でき孟ろき孟ろしながら歩いていると、田舎者だと思われる。／0 （慌慌張5農地）

重量亘望。蛾眉鼠眼四下着。

．彼はゴッホの絵をじっと見つづけた。／0旦亙豊置。ー動不動。一声不審。

．どうしてそんなにじろじろ見るの？何かついてる？ /0 （不客ベ地）直!I..!!I （若）。

・ f先生が生徒に1 人の答えをちらもら見るんじ平なし、。／0若呈む萱盤。草寺腿時現。~

悦也也。

・ f事故を見た人が；私は逃げていく車をちらつと見ました。／0ー珂。＝量。

I -3. 眠る（ sleep)

・90歳の祖母は寝たきりで、一日中うつらうつらしているようだ。／0盤量生量。迷迷

輔調。

・ゅうベあまり寝ていないので、凌業中ついうとうとしてしまった。／0似雇是非睡。違

重量型。

．〔子供が母緩にJ お父さんならソファでぐうぐう凝っでいるよ。／0豊豊里地睡（得

復香）。

．母はあみかけのセーターを持ったまま、こっくりこっくりしている。／0 （打E園児待）

上下点頭。＝且二昼地。

．すやすや駁っている赤ちゃんの顔は、いつまで見ていても飽きない。／0安穏池｛緩ん

安嘗地（睡）。重量地（種）。

I -4. 欽む（ to drink) 

．暑くて食欲がなく、がぶがぷ水ばかり飲んでいた。／0 （喝水、漕等）亜重畳重油。

大口地。

．ふろあがりに＜＂ ＇？と飲むピールの味は最高だ。／0使勤。三旦5。

・酒が好きな父は毎晩コップでぐびぐびと飲む。／0 （豊重旦.!l地）喝酒等。、

．こんなまずいジュースを、よくごくご〈欽めるね。／0 （堕重畳量地）喝。

．そんなにちびちび飲んでいたら、味がわからないでしょう。／O＝ぷー＝」基地。

I -5. 食べる（ to eat ）込

．どんなに空腹でも、がつがつ食べるのはみっともない。／0盈垂虚血。貧得無威。
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(3) 

．お見合いのときは、あまりぽ〈ぼく食べない方がいし、。／0 （噴）不断率重主全治大

吃特吃。量重量型。

．弟は人の家に行っても、遠慮なくむし宇むし宇食べる。／0大口雄呑食。塾重星型。

．牛はいつもロをもぐもぐさせている。／0闇着噴嶋｛様子）。合混不滑油（貌）。畢．量。

・もりもり食べて、夏の曇さに負けないようにしましょう。／0吃硬東西（声音）。吃

得後番。食欲旺盛。狼呑虎唱。金全地。

I -6. 言う（to ta l 包）

・「ガラスを割ったのは、あのう、ぽくなんです・. j と少年はおずおずと言った。／

O且量。義心吊胞。

．妻は、ぼくの織りが少しでも遅くなると、がみがみとうるさし、。／0 ( 溺斥、竃牢.）

重量盟盟地。令人討厭地。

．部長は酔うと〈どくど説教を始めるからいやになる。／0嶋田’唆唆。重重盟盟。

．あの人は何でもずけずけ言うけど、本当はやさしい人だ。／0童主皇室。備強。不鴛

情面。

．日本では、最近まで、男がべらべら話すのは嫌われたものだ。／0 ロ若懸河。重量亙

絶地（観）。

I -7. 愛している（ love)

．ハワイはあつあつの新婚カップルでいっぱいだった。／0役割曲。主塾。

．二人は、酔ってくると、みんなの前でいちゃいち干し始める。／0男女互稲置賞。

. ［友達に：いくら好きでもそんなにでれでれしないで、もっとしっかりしろよ。／。

散慢。貧色。金量韮地0

．あのこ人はいつももちみたいにべたべたくっついて、イ中がいいね。／0担割。糾．着

掻編。

．あのこわいじいさんが、採にはめるめるだ。／0着迷。銅唐。重重量品。

I - 8. 体 (figure)

．ダイエフトをしてがりがりになった女性は魅力がない。／0霊童血豊。非常用~。

．この温泉に入ると、肌がすべすべになるんだって。／0光滑。溜光氷滑。重量。

・彼女の髪はつやつやしていて、とてもきれいだ。／0主里美店。光滑。健康的顔色。

紅調。

．彼の背広は、ひじのところがすれててかてかだ。／0光滑。溜光。重~。

．彼女は筋肉りゅうりゅうの男が好きらしし、。／0 （机肉）豊島。昌盛。奥底。
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(4) 

I -9. 病気付 I ckness) 

・ゅうベ飲み過ぎた。頭がずきずきする。／0跳（痛）。＝量三量地（痛）。

．ぞ〈ぞ〈するほどすぼらしい映画だったよ。／0打冷（軍事）戦。心情滋動。豊且呈量。

．足の裏がち〈もくする。くつに何か入ってるのかなあ。／0量生盤地摘。刺痛。

．おいしかったけど辛かった。ロの中がひりひりする。／0嫁得健。刺籍。主蓮華地様0

．二日酔いで、胸がむかむかする。／0墨金。要吐。作帳。怒火よ心頭。生句。

．立ち上がると足ががくがくする。よほど熱が高いらしい。 ／0活動。発着。麗輩。

．頭をなぐられてがんがんしている。／0 （頭）直盤。

．靭から何も食べないんだ。ふらふらするよ。／0鳳....。量量韮差。東鎮西歪。動

揺。不堅定。

．彼は必死で怒りを押えようとしたが、手も唇もぶるぶるとふるえていた。／0重輩。

．アレルギーなので、スギの花粉がとぶ時季はいつも鼻がむずむずする。／0豊室。急

得懐。心旦竃害事。鳳姐欲試。

I -10. 精神状態（ a mental state) 

．裁判官は、たんたんと判決を読み上げた。／0清漢。淡泊。不介意。想得調。塩塩黄島b

．まだ起きたばかりで頭がぼうっとしていた。／OJ農盤。橿約。不清楚。追追盟盟0

・彼は急に英語で話しかけられ、ぽかんとした顔で相手を見た。／O！農着噴（貌）。重

量（畿）。

．彼、いつもむつつりしているくせに、漕を飲むとさわぎ出すんだ。／0濁声不審。~

量豊重。不.磁話。
．若いころは理想、と現実のちがいに苦しみ、もんもんと包を送った。／0週間不楽。萱

置。 Ill問。

I -11. 心の動き（ emotions and surprise) 

．父は短気で、すぐかヲとなる人だった。／0塾盆主盤。聖火。

．浮気がばれたかと患って、どき唱とした。／0心臓。心豊豊続。心突突続。

．こわい夢を見て、はっと自を覚ました。／0突然想到。 （国意外事）吃鷲。重量。

・試験が無事終わってほ q とした。／0量金。軽訟（的滋子）。

．仕事が忙しいときに「お茶入れて」とか「コピーとって」とか言われるとむっとする。

/6生句。金量生量。 （空ベ）悶得慌。
．男はひき逃げの捜査をしている刑事に呼び .liニめられぎくっとした。／0突然監査。

．おもち！宇のへピが本物に見えてぎ孟っとした。／O!!l.＝.盤。呆若木鶏。

．書類の山を見て、げんなりした。／0疲情。..。索然。掃典。歴量。

．泳ぎに行った湖が自殺の名所だと潤いてぞっとした。／0打寒戦。垂堂量盤。
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(5) 

．授業中にマンガを読んでいて、ふと顔をよげると先生がいたのでぴくーとした。 ／ 0

吃奮。師得一覇。 E畳心宣庄量。

I -i 2. 動作が速い・遅い（ fast or siow) 

．前はもっときびきびしていたのに、あの選手も年だね。／0塵型。鑓涜競棟。

・ C母が子供に1 いつまでテレピ見てるの。さっさと勉強しなさい。／0迅速泊。量島

．まだ 6歳なのに大学の数学の問題をずらすら解くなんて、この子は天才だ。／0流利

地。嵐利泊。通順。量盈。

．あの旅行会社は応対がてきぽきしていて、とてもいい。／0爽利。利落。麻利。量豊島

．姉ははきはきしているが、妹ははずかしがりやだ。／0活溌。有朝句。干脆。豊里。

．私は子供のころ劣等感のかたまりで、いつもいじいじしていた。／0量輩。打命。

・犯人は事件の真相をぼそぼそと語り始めた。／0喰噌喧喧（小声説話）。重重量生0

．兄弟が多いので、ぼやぼやしていると、食べる物がなくなってしまう。／0重量。

・もじもじしていないで言いたいことがあったら早く言いなさい。／0量量豊盤。..0 

・ C母が子に：もたもたしていると、おいてっちゃうわよ。／0 （行動・怨度）不明勝。

不痛快。 （事物）進展鰻慢。不思利。重量且盟。

I -13. どうしよう Lconfused) 

．夜、公園をうろうろしてるとあやしまれるよ。／0排舗。皇室皇室。急得乱転。

．出産のとき、夫はおろおろするばかりだった。／0不知所措。墨主主室。崎明。

．サーカスの綱渡りをはらはらしながら見た。／0非常墨金（的様子）。

．免許証を持っていなかったので、警官を見かけるたびにひやひやした。／0量生畳島

担心。

．まごまごしていると、何もしないで人生が終わってしまう。／O~震鐘失錯；。心俊憲議岨

打転転。得稿。漕漉建議。重量亙量。

I -14. 暗い（ depression)

．前の車は運転がへたで遅いから、ほんとうにいらいらする／0差皐。焦燥。感覚如j痛。

・ f悩んでいる友達に］〈よくょするな。元気を出せ。／0煩悩。量星歪星。想不凋。

．試合に負けてし孟んぼりしている選手たちをコーチは明るくはげました。／.0無精打

采。有句集力。重重量室。孤厚。

．部長は重大な取り引きを前に、びりびりしている。／0 （菌鷲恐密輸）望星通量。 （痛

得）火鍵錬的。 a取得健。

. ［父が息子に］けんかに負けたぐらいでめそめそするな。男らしくないぞ。／0鍾声

実泣（的滋子）。拙論搭築地突。動不動車t笑。愛笑。塁塁豊里。

-15 -



(6) 

I -15. どんなふうにやる（ neatly and u E曹 i 11 i ng i y) 

．会社にはきちんとしたかっこうで来るように。／0准躍。不多不少。重量査査。有規

律。規規短短。

. ［同僚に］ぎq とそうじをしておいたから、あとはよろしく。／0粗略地。情圏各地。

左量。大鈎。

. ［先生が］そんなに力を入れないで、さら唱と歌いましょう。／0滑溜。細属。干晶

痛快。 :!llli。重量泊。

．シチ a ーはじ？＜り煮込んだ方がおいしい。／0彊量地。穏当。沈着。

・きのうのお見合いはほっちりだった。／0塵型。没問題。

．いやいや手伝うなら、手伝ってくれなくてもいい。／0鋳奈。勉書量。不得巳。歪量畠

．彼が成功したのはこつこつ努力したからだ。／0塾塾。刻苦。鋤奮。

．仲のいい友達の頼みなので、しぶしぶスピーチを引き受けた。／0盤豊。

．二人は愛し合って1，、たが、家族に反対されてなくなく別れた。／0一面笑一面・ 1・。

央突暗略。塁筆。

．仲間がサボっていても、彼はも〈も〈と働きつづけた。／0黙黙。不声不審。

I -16. うれしい（ pleasure)

．［友達が］いそいそと帰りじたくをして、今日はデート？／0高高奥奥地。雀層地。

星並並地。

．あすから新しい生活が始まると思うとうきうきする。／0豊重量盤。.高采烈。

・夏になると兄の帰省を待って、母はいつもそわそわしていたものだ。／0心僚。生壁

歪室。坐臥不安。

・ C面接を待っている人が］いよいよ次はぼくの番だ。ああ、どきどきする。／、0 （心）

豊重量量地験。

．あすから三週間、海外旅行よ。わくわ〈するわ。ノQ （由子高典、期待、担心事i超的）

心情不平降。緊張不安。型車臼三旦。

I ーげ．明るい（ cheerful)

．彼女は今の仕事を始めてからいきいきしている。／0生動。活生生。生ベ勃勃。調浦

知生。 （目先）鋼銅。畳墨書室。

．彼女はずっと悩んでいたが、離婚を決意して、さばさばした表情をしている。／0量

聾働快。・快。 （性格）爽朗。

．彼はどんなにつらいときでもにこにこしている。／0重量璽。笑隊隊。微笑。

．姪たちは北海道の牧場で育ったので、のびのびとしている。／0好暢。悠然自得。軽
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(7) 

総愉快。皇皇皇室。

. ［病院へ見舞いに来た友人に；このとおり、もうぴんびんだよ。／0 （身体）重量豊

的。壮健的（様子）。験値的（様子）。

I -18. 不快（ discomfort)

．おれが車をぶつけたのを知って、今ごろおやじはかんかんだよ。／0勃然大怒。火曹

三丈。左重量量。

．恋人にふられ、やけ漕を飲んで、ぐでんぐでんになった。／0重重量。扇町大醇0

．汗でシャツがぴし z ぴし主だ。／0湿透。量進量産地。

．若いころは二枚目俳優だった彼も晩年はよほよぽになって見る影もなかった。／0老

人等走路鵬・。婚主署長発。圭盤貴且置。

・30：年にも及ぶ裁判でやっと勝訴はしたけれど、もう心も体もよれよれだ。／0心身疲

乏。疲倍。量星全車。

I -19. 変化の速度（ growth)

. ［マラソン 1 先頭が 2 位以下を＜－んぐん引き離している。／0墨筆。有力地。

．じりじりと景気が後退している。／0童童遍近。

．むし曇くて、部屋にじっとしているだけでじわじわと汗がにじんできた。／0漫慢私

一歩歩泊。主置地。

．彼は未熟児だったが、す〈す〈育って、今ではクラスで一番大きい。／0浪着着長。

量重量量。

．先生が変わっただけで、妹のバイオリンの腕前はめきめきとよ逮した。／0成長‘進

歩得倶侠的滋子。量華地。

I -20. ゆとり（margin)

．発車時刻ぎりぎりに電車にとぴ乗った。／Oa展。没有余地。勉強。豊王。

．彼の成績は落第すれすれだ。／0凡乎。差一点。畳畳星。浪看at要。

．あの議員は、若いのにどうどうしている。／0儀表堂々。量生主主。光明弱落 1正大j

堂々正々。公然。

．月 50万あればゅうゅう生活できる。／0悠々。従容不迫。不健不位。悠調。塩盤皇盤。

．あんな弱いチームにばら〈ら〈勝てる。／0書量管服。袋容易。重亙皇室。後倹楽。

I -21. 卑屈（ t l 血 l d) 

．気の弱い生徒におどおどとした自で見られて、おこれなくなってしまった。／C寝泊ゐ

且量。提心情臆。恐倶不安。
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(8) 

．親に交際を止められているので、二人はいつもこそこそ会っている。／0量金重量。

鬼鬼集録。

．いつつかまるかとぴ〈ぴ〈しながら暮らすのに耐えられなくって自首しました。／0

褒情。畏首長居。 （師得）褒持。量生量且。喰輪車E歳。撞着ー抱汗。

．家族が医者とひそひそ話している。私はガンかもしれない。／0噂喰喧喧。重型地。

．政治家は選挙のときだけペこペこして、あとは偉そうにしている。 ／0昼重量星。低

三下問。溜須。趨婦。非常鎗。

I -22. ずうずうしい（ shameless)

．よくもまあ、あんなにしゃあしゃあとうそがつけるものだ。／0革主主堂。厚着函皮。

．警官が店にずかずかと入って来た。／0無礼畿地。魯葬地。冒冒失失。護車。

．学生のとき、先生の教え方が惑いなんておけねけと言った自分がはずかしい。／0厚

着面皮。厚鼠無及。主貫主壇。

・退職したら、いなかでのうのうと暮らしたい。／0悠関。遣量皇室。

．彼は、パーティーが終わるころになって、のこのこやってきた。／0浦不在乎。情不

知推。量量圭遣。

I -23. 疲れた（ fatigue)

．ぐずぐずしてると、電車に乗り遅れるよ。／01事癖..。量量量量。 it 噌司自 同店。図書切0

．毎日遅くまで残業があって、〈たくただ。／0量量室長。

・［委が夫に］ごろごろしていないで、少しは手伝ってよ。／0盟華無事。泊島海先発。

．暑くてだらだらそうじをしていたら、先生に怒られた。／0冗長。政吸不休。量重重。

．朝 8 時から夜中の 12時まで仕事をして、もうへとへとだ。ノO豊重去星。非常疲倦。

I -24. 入る（ c.apacity)

．雨の日の動物閣はがらがらだ。 ／0非常~。室室董輩。

．この本棚はぎちぎもで、もう l 冊も入らない。／0 （空間）緊。 （地方）量輩。

．教授の頭には、文学の知識が掌っしりつまっているようだ。／0 （装得）車道的。

．靭の電車はぎゅうぎゅうで、怠もできないほどだ。／0浦滅的。 ι革主主量地。

・きみのかばんはいつ見てもすかすかだね。／0空霞多的。室室的。

I -25. こわれる（ brol!.en)

．満員電車に乗ったせいで、新しいスーツがくしキくし宇だ。／0量己旦。乱繍糟0

．サッカーポールが窓に当たって、ガラスがこなごなに割れた。 ／0量型。

．山の中で女性のばらばら死体が発見された。／0主璽込輩。 1散乱。零乱。
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．彼からの手紙をぼろぼろになるまで読み返した。／0輩盟主量。

．どろぽうに入られ、部屋をめち宇めち干にされた。／0孟主A盟。緯乱無意。

n. 自鎗

自然（胃eather)

・月がこうこうと輝き、夜とは思えない鳴るさだ。／0 （月先）量量。輝娘。煩娘。明亮0

．目が覚めたときには、すでに日がさんさんと煎っていた。／0 （高光）塵盤。

．しとしとと雨が降る日は、一人静かに本を読みたい。／0 （爾）惨惨噺湿地下。重量0

．雪がしんしんと降っている。あすの朝までにだいぶ積もるだろう。／0 ；雪）量豊地下0

．朝から空がどんよりしている。／0 （天空）盤盟主。

形態、意味諸方面に於ける分析

I. 形鎗

擬声語・擬態語はその拍数によって幾つかの型に分けることができる。 ここで語形の

成分である各音節をX 、 Y 、 Z 、 Vで示し、先行音節の類音によってなる音節を x· で示

して、下記の表にまとめた。

表 l 形態の分布 例数（%）

形態 日 本 語 中 国 語

X フ i
 

n
民υ

伺
侃u- 

n
h
H
V
 

( 
A
H
U
 

i
 

4 (2. 66) 

x Y ッ
) 

A
1
6
 

q
d
 

n
λ
u
w
 

( 
r
n
u
 

47 (31. 33) 

x x 7 (4. 66) l
 

nu 

A
n
u
 

- 
nHu
- 

- ( 
zu 

l
 

XYXY I 06 (70. 66) 
ー
’A

1
u
 

a‘u F
『U

{ 
内
M
U

XXYY 14 (9. 3 3) 
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。。

XY  X ’ Y 2 (1. 33) 

XYY 12 (8. 00) 

XYZV i
 

nu 

内H
U

- nnu 

内
γ
u

( 
内u
d

a-u 

XYZ l (0. 66) 4 (2. 66) 

X フ y !) 6 (4. 00) 

一＋一－－－－－－－．．．

x Y ン 2 (1. 33) 

日目・・・・・・・・・・・......ι．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・h・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H・・・・・・・・・・

XYZY I (0. 66) 

X ン X ン 8 (5. 3 3) 

XYZZ 
) 

白
河u

n-u - l
 

l
 

q
h
 

Xνy !} 
- 

A
1
u
 

A
官
。

. 1
 

( 
R
7白

合計 150(100) j
 

nu 

a
H
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I
 

( 
A
n
u
 

p
h
u
 

l
 

※ 表について（中国語部分）

. x型：「X得・・」「X着・・」のように使われている。

. x Y 、 XX 、 XYX  Y型：「地」を付けて使うことがある。

•XYX Z 、 XYZ Y型：「Y J と「 Z 」、 「 X」と f z ーは反対語である。

表から次の事項が導き出される。

ア．日本語では、 XYX  Y型が極めて多い (70. 66% ）が、中国語では、 6 位（ 5. 33%) 
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である。

イ．中国語では、 X Y型はもっとも基本的な型であるが、日本語としては、基本約なも

のではない。

ウ．中国語では、 XYZ V型いわゆる四字熟語は、日本語に対応する重要な手段の一つ

として多く使われている。

エ 形式としては、両言語いずれも独特の型を持っている。但し、表に例示した型以外

には、日本語のほうがはるかに種類が多し、。それは、日本語の長音化・促音添加・

掻音添加・“り”添加は、きわめて生産的な手続きとなっているからである。。例

えば、 「チラチラ」司「チラフ（と）」司「チラリ（と） ＿：、 ーコロコロ J 司ーコ

ロッ（と） _l ＝＞「コロリ（と）」＝＞「コロンコロン」などである。

オ．中国語では、 X X型・ X Y型・ Xyz V型が最優勢で、日本語では、 XYX  Y裂が

大多数を占めるほどの主形式となっている。ヨ本語では、語基 2 音節型で畳語指向

が極めて強いのに対して、中国語では、語基単音節型で、畳語指向が必ずしも強く

ないと言える。但し、絶対ないというわけでもない。例えば、 「光光一司？光溜ー

司「光溜溜」司「光光溜溜」、 「粘糊」司「粘糊糊」司ケ給粘糊糊」などがある。

x X型司 X Y型司 Xy Y型司 XXY  Y型のように派生するのである。

］［.意味

ここで、 「笑う」に関する幾つかの例文を集めて、前述の例文を含め、具体的に意味把

握に際して問題になる事項について考えてみよう。

表 2 L笑う］＝〔笑：

日本語 中 国 議

にこにこ（と） 発爾、微笑、笑嬉嬉

にこり 肩関眼笑、嬬然一笑

にっこり 微微一笑、婿然一笑

にやにや（と） 呆笑、緩自冷笑、理量笑

にたにた（と） 第笑、好笑、強作歓顔
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くすくす 窃窃一笑、背後倫着楽、吃吃一笑

くつくっ 吃吃地暗笑

からから 喰喰大笑

けたけた、げたげた 噌E語喰晴、笑嬉嬉的

けらけら、げらげら 喰喰大笑、大笑不止

表 1 と表 2 の例を見てきたように、以下の事項が窺える。

ア． C莞爾］ C嬬然］のように、古く「漢詩」として日本語に入った語の多くは、古代

中国の言葉、いわゆる「文言」であって、日本語体系が完全に形成してくるにつれ

て、それらの「漢語」もそのまま日本語に取り入れられてきた。すなわち日本語に

変わった。しかし、日系アメリカ人のこととよく似ている例ではあるが、アメリカ

人と言っても、皮膚や顔つきから日本人だと誤解されるケースがしばしばあると司

じように、現代の中国語も、時代変遷による変化もはげしいので、前述の言葉は、

現代の中国語においては、雅語・文語に属する語会で、使用上制限があり、文体的

制約を強く受けやすい語群である。総じて言えば、同じ漢字であっても、日本語の

「漢語」と現代「中国語」とでは、中国語の持っている意義がずっと多いのに対し

て、日本語の「漢語」はその多くの意義の中 1 、 2 義に限定されて用いられている

ことが多いのである。

イ．両言語を比べてみると、中国語には概念的なものが多いと言える。これは、古屋語

の方が擬音・象音のものが少ないという事実に起因しているのである。 ：！沿恰； : 
吃吃］のような、直接「音」をまねた音象詞語が鷺場する場面は多くなし、。

ウ．日本語の個々に対応するものとされる中置語には、共通のものが多く、日本語では、

同一語基からの分出語相互の微妙な違いがあろうが、それは中蜜語にほとんど訳出

不能になってしまう。

エ 描写方法においては、中薗語の方がより感覚的、日本語の方がより感性的という顕

q
A
 

q
A
 



。事

著な対照性が見られる。これは、擬態語・擬音語は象徴的なものであるから、普通

の易合、日本人が直感的に物事を捉える性格を持っていることに理由を求めるべき

であろう。日本語の擬態語・擬声語は、あくまで、日本人が感じたそノを表わして

いるのだから、日本人の独特な発想に裏付けられていると言ってもし、ぃ。

オ．日本語の擬態語・擬音語が、中堅ヨ語の「数量調ーか「成語ー（つまり“沼字熟語” 1

によって表現されることが多いのである。その際、日本語の促音や「りーで終わる

非畳語形式の擬態・擬音語は、中国語では、 「ー（数詞）ー量詞」式に訳されるこ

とが多く、畳語形式の援態・擬音語は、中国語の「副詞」あるいは？成語－＇ t·こ相当

する場合が多いのである。

総括

今回は、中日商言語の対照的研究をめざして、援態・擬音語をとりあげ、実 ~J を通じ、

形態・意味を中心に考察を展開した。

対照比較からわかるように、ヨ本語の方が、語数も多く、その生産手段も多様化してい

る。それに対応する中題語の数は少ない。たとえ、対応していても、ヨ本語の擬態・擬音

語の味を充分に表現し切れない場合がほとんどである。そんな場合は、大抵は解釈的表現、

描写的手法、 「副詞＋地」 「数量詞＋地」の形で椀曲的に表わされている。あるいは「成

語」 （四字熟語）の形に当τはめている。

表音文字（仮名文字）を持つ日本語としては、表記上なんら不足や未使を感じない。し

かしながら、中国語では大いに事情が異なる。表音性が生命とも言えるこの援態・擬音語

で、現代中国語の音節の枠内で処理できない口頭語が存在する。それは、新進語や特殊表

現形態に期待するしかない。伝統的な表現文字一一漢字は新しい局面を迎えている。音査員・

意義両面に作られてきた、この古くて新しい漢字になじみやすい倍音字か新進漢字を誕生

させる時期が既に来たと言えよう。

日本語にこれほど多く援態・擬音語が集約されていることは、まさに日本人の感性の所

産である。援態・擬音語からも、多様な事態を敏感に把握する臼本人の姿勢が伺えるので

ある。中日両言語の構造だけでなく、二つの民族性にも大いに差異が有りすることを想定

させるのである。日本語・日本人の発想の本質を端的に示しているこの言語現象を本格的

な研究の必要を強く感じるのである。

末筆ながら、このレポ トをまとめるのに、いろいろご指導・配慮いただいた多和国民

一郎先生をはじめ、橋本敬可・峯正志の御二方にも感謝する次第である。
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